
サイレンススズカ（弁護士　伊須　慎一郎）
第９０回日本ダービーは、２番人気のスキルヴィングが、本来の走りを見せることなく、１７着で入選後、コース上で倒れ、急性心不全で
亡くなった。

１９９８年秋の天皇賞で、左前脚の粉砕骨折でレースを中止し、その後、安楽死の処置が取られたサイレンススズカを思い出した。記憶だ
と、あの時、武豊騎手が騎乗したサイレンススズカは、外ラチ沿いを鬼気迫る返し馬をしていた。これから大変なことが起きるのではない
かと感じた。１０００メートル通過、５７秒台。このまま、このスピードで走り切れば、２０００メートル１分５５秒台、とんでもない記
録になる。本当にとんでもないことが起こると思った刹那、サイレンススズカはレースを中止した。武豊騎手が、あと数百メートル走らせ
たかったと回顧した。サラブレットにとってわずか数十秒が永遠の彼方にあった。サラブレットの限界を超えた走りだった。

サラブレットは速く走るために産み出された。サイレンススズカも、スキルヴィングも使命を全うした。
忙しさにかまけて、私は使命を全うできているのか。ふと考えた。

弁護士　伊須　慎一郎　

ああ上野駅　（弁護士　梶山　敏雄）
中卒で会津から上京し、比較的若くして独立して印刷業を営み、私が昭和４１年に大学進学した後も父親代わりで面倒をみてもらっていた
兄が、８３才になり廃業するということや、私の弟（高校の後輩で弟みたいに付き合っていた）が今年の１月に亡くなった供養も兼ねて、
私夫婦、兄夫婦、兄の子供ら夫婦など１０人で上野のある店で慰労会をやりました。
兄夫婦は子供３人ですが、孫やひ孫を入れると３０人を超える大家族であり、このご時世に、少子化対策に大変寄与しており、うらやまし
い限りです。
久しぶりの上野での飲食でしたが、連休中の５月５日であり、コロナ規制解除間近で上野界隈はどの道路沿いも昼からの酒盛りグループで
大混雑でした。
我々の時代、東北出身者の社会人生活の始まりは上野駅であり、そうした昔話やそれぞれの近況報告であっという間の時間でしたが、私も
含めて何があってもおかしくない年齢にさしかかっており、無駄に飲まないで時間を大事にしたいと思っています。

弁護士　梶山　敏雄
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川口美貴著「労働法（第７版）」（弁護士高木太郎）
関西大学教授の川口美貴先生が労働法（第７版）を上梓された。
川口労働法は、毎年改訂されているが、そのご苦労たるや、大変なものと思われる。
ただ、私たち、実務家にとっては、最新の版を参照している限り、「その後の法改正や運用変更の心配」をほぼしなくていいところが、と
てもありがたい。

もう一つ、この版にいくつも加えられた改定の中で「労働協約の地域間拡張適用」の新しい記述が加わっている。これは、川口先生の伴侶
である古川景一弁護士が関わられた件で、３２年ぶりに実施された労働協約の地域間拡張適用が行われた事例である。
このように、この本には、多数の労働事件、労働問題に携わっている実務家の視点が加わっているため、弁護士としては「安心して使える」
のである。
労働相談が来るたびに、手慣れた分野でも今までの知識・経験の確認に、未経験の分野なら当該分野の論点の学習整理に、便利に使わせて
いただいている。

弁護士　高木　太郎

団支部総会に参加しました（弁護士　谷川　生子）
先日、自由法曹団埼玉支部総会で、猿田佐世さんのご講演を聴きました。
日頃、安全保障問題に精通した各国の人々と交流している猿田さんのお話は、今の日本の立ち位置をリアルに伝えるものでした。

中国が覇権主義の下、どんどん話の通じない相手になっているという報道が目立ちますが、実務上も，日本と中国の関係は薄くなっている
ようです。しかし、脅威を感じる相手との関係を断ち切ってしまうのは、かえって不幸な結果を招くのではないでしょうか。

ＡＳＥＡＮ諸国が、生き残りをかけて近隣国と仲良くし、中立の姿勢を明示している姿は、日本も見習うべきものだと思います。日本政府
がそのような姿勢を示すために、必要なのは国民の後押しだという呼びかけが印象に残りました。

米国留学中、日米関係がほんの一握りの人に動かされていることに違和感を感じたことから始まったという猿田さんの活動は、今の日本に
とって、とても大切で、注目されるべきものだと思います。

弁護士　谷川　生子
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「スマホデビュー」（弁護士　鴨田　譲）
私が家でスマホを見ていると、娘（0歳9ヶ月）が必死にスマホの画面をのぞき込もうとしてきます。

そのようなことが続きましたので、年齢的に少し早いかなと思いましたが、スマホを買ってあげました。

このスマホは通話やメールやアプリが使用できないことが難点ではありますが、Wi-Fi環境がなくても使用できる点や、視力が低下す
ることもないという点で優れています。

楽しそうに使っています。

弁護士　鴨田　譲

日々勉強です
初めまして、昨年12月に埼玉総合法律事務所に入所しました。弁護士の宮本澄香と申します。よろしくお願いいたします。
弁護士としての業務を開始して早3カ月が経とうとしていますが、日々新しい発見・学びの連続で、やりがいを持って業務に取り組めてい
ると感じます。

さて、弁護士は、法科大学院や司法修習で学ぶ中で、法律や訴訟手続に関する一通りの知識を身につけてはいますが、経験の浅い内はまだ
まだ未知の法分野も多いというのが実状です。そこで、経験不足をカバーするため、業務終了後に研修に参加したり、日弁連が弁護士向け
に提供しているe-ラーニング講座を視聴するなどして、未知の分野の知識を身に付けられるようにしています。

私が目下勉強中なのは労働法です。これまで労働法を学ぶ機会のなかった私ですが、事務所で労働事件を扱うことも多いため、今になって
慌てて勉強しています。
労働法を学んでいると、これまでのアルバイト経験や前職会社員時代の出来事を思い返して、「あれは違法だったのでは？」という考えが
頭をよぎることもあります。残念ながら、従業員に対して違法な働き方を強いる企業や団体は未だ少なくないのが現状です。

自身の弁護士としての活動が、そのような労働環境改善の一助となればと思いつつ、今日も事件に取り組んでいます。

弁護士　宮本　澄香
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法教育の授業に行ってきました（弁護士深谷直史）
私が所属している埼玉弁護士会の法教育委員会では、小中学校や高校に講師派遣をし、法教育の実践の授業を行っています。先日、私も講
師の一人として小学校に行ってきました。今回は「問題解決」の授業です。

簡単に言うと、あるテーマの課題を生徒自らが発見し、その解決策を理由とともに説明し、お互いに議論してもらうというものです。弁護
士の役割はというと、何かを教えるわけでなく、生徒たちの自発的な話し合いをサポートして議論の状況を見守ります。
こうやって授業をやってみると、「議論」というのは、ちゃんと訓練をしておかないと適切な形にならないなと改めて感じます。

「議論をする」と一言で言っても、①自分の主張を簡潔に言う、②自分の主張に至った理由を説明する（ここが一番大事）、③自分の意見
を最後まで言う、④言われた意見をちゃんと最後まで聞く、といったように、幾重ものプロセスを経てようやく「議論」になります。大人
同士の話し合いでも、②を何となくで済ませてしまったり、④が軽視されてしまったりすることもあると思います。

今回の授業では、このお作法を守りつつ、問題解決に向けてちゃんと話し合いができるかどうかを見ていました。生徒の皆さん、とても良
い話し合いができていたと思います。弁護士の仕事にも興味を持ってくれたみたいで、何だか嬉しいです。

小学生はとてもパワフルで、かつ鋭い意見が出たりするので、講師の私にとっても刺激になります。「論破」がもてはやされる現代で、双
方向の適切な議論ができるようになってもらえればなと思います。今後の日本の民主主義を支える生徒たちに、未来にバトンを繋ぐつもり
で今後も授業をしていきたいと思います。

弁護士　深谷　直史

白いタヌキ？（弁護士深谷直史）
先日、ちょっとした旅行に行ってきました。目的地は、長野県の飯田市立動物園です。ここには、少し珍しい生き物がいるので、写真を撮っ
てきました。
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実はこの子、タヌキなんです（ホンドタヌキ）。アルビノという遺伝子変異で体の色素が作れないため、体全体が白色になっているのです。
名前はリュウ君です。暖かい日で眠そうにしていましたが、とても可愛かったです（他の動物たちも可愛かったです）。

獣害防止のために設置されていた罠に引っかかっているところを保護され、動物園で２匹の黒いタヌキ（？）と一緒に暮らしています。とっ
ても仲がいいんだそうです。
南信州は空気が澄んでいて、美味しいものもたくさんあります。飯田は焼肉の町なんだそうで、私も夜は温泉に入って焼肉を食べに行きま
した。厚切りの牛タンがとても美味しかったです。
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みなさまも、機会があればぜひ足を運んでみてはいかがでしょうか。

弁護士　深谷　直史

【コラム】事務所ニュース　2023年新年号　巻頭挨拶（弁護
士　伊須慎一郎）
軍事優先国家とセットの格差を拡大する増税

日本政府にとっては、もはや憲法９条はないに等しいようです。政府は、年末にも専守防衛の防衛政策を捨て、敵基地攻撃能力の保有を確
認するようです。国を守るという大義名分が独り歩きし始めました。みなさんの中には、国、自衛隊が、国民を守ってくれて安心だとお考
えになるかもしれません。歴史学者の加藤陽子先生は、戦前の軍部があれだけの力を持てたのは、国の安全と国民の生命を守ることを大義
名分とした組織であったからで、最終的には、大義の名のもとに国民存亡の機に陥れる事態に至ったと指摘しています。今こそ、加藤先生
の言葉を噛みしめるときだと思います。

また、政府・自民党は、防衛予算を現在の５兆４０００億円規模から倍増し、２０２７年までに１１兆円程度としたいようです。しかし、
労働者の賃金は上がらず、それなのに物価は上昇して逆進性の高い消費税は減税されることなく生活困窮者が増えるばかりです。一方で、
大企業は内部留保金４８４兆円を貯め（２００８年は２３０兆円）、富裕層の申告漏れは平成２１年以降最高額にのぼっており不公平税制

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2023/03/DSC_1289-scaled-e1678753178744.jpg
https://saitamasogo.jp/fukayanaofumi
https://saitamasogo.jp/archives/90281
https://saitamasogo.jp/archives/90281
https://www3.nhk.or.jp/news/special/minnanokenpou/about/004.html
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8A%A0%E8%97%A4%E9%99%BD%E5%AD%90


が改善されようとはしません。このような中、国防予算の財源は、軍拡のための掟破りの国債発行や、逆進性の高い消費税増税が考えられ
ます。消費税を１％上げると２．６兆円徴収できるので、消費税を２％上げると目標の１１兆円に届きます。軍拡に伴う増税の議論を注視
したいと思います。

弁護士　伊須　慎一郎

（事務所ニュース・2023年新年号掲載）

木の棒を腐らせる（弁護士竹内和正）
当事務所では、年に2回「事務所ニュース」を発行して各弁護士が近況報告をしています。新年のニュースで、葉が落ち、ただの木の棒と
なった状態のパキラ（棒倒しの状態をイメージしてください。）に半年間水をあげ続けて育てていると報告したところ、それを読んだ有識
者の方から連絡をいただきました。

有識者の方から、まずは根を傷つけないように土から外し、根の状況を確認するようにとの指示を受けました。土から外し確認をしたとこ
ろ、根は生えておらず、まさにただの木の棒でした。

次に、根が育っていなければ勇気をもってハサミで木の棒を半分に切ってみるようにとの指示を受けました。中に緑が見えればまだ生きて
いるとのことでした。ハサミをいれたところ、中は空洞でした。まあ、本当は、最初に土から外して手に取った時点で、そのあまりにふが
ふがな感触からハサミを入れるまでもなく気が付いていたのですが・・・。

そして、最終的に、写真を送るようにいわれたので、育てていた鉢の上に二つに切った木の棒を置いた写真を送ったところ、枯れていると
いうより、木の棒のみならず土も腐っているとの判定を受けました。

半年間、手塩にかけて育ててきた大切な木の棒（とその土まで）を、枯らすどころか腐らせてしまうとは・・・。水をあげればよいという
わけではないのですね。

弁護士　竹内　和正
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